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研究成果の概要（和文）：同一犬種内における気質の個体差の遺伝的背景を探る目的で，日本古

来の柴犬と使役犬としても名高いラブラドールレトリバー種（盲導犬候補個体）に着目し，柴

犬では飼い主による気質評価アンケートと，ラブラドールレトリバー種では訓練士による訓練

評価記録と，主に申請者らが同定した気質関連遺伝子の多型との関係を解析した。その結果，

柴犬では，他人に対する攻撃性と solute carrier family 1, member 2 遺伝子の一塩基多型が，

ラブラドールレトリバー種では，活動性と同多型および catecholamine-O-methyltransferase

遺伝子の一塩基多型が有意に関連していることが明らかとなった。 

 

研究成果の概要（英文）：In order to investigate genetic background of temperamental 

individuality in dogs, we analyzed the relationship between the temperamental scores 

evaluated by the owners of Shiba Inu, and those by the trainers of guide dogs for blinds 

(Labrador Retriever) to polymorphisms of temperament-related genes. As the results, 

“aggression toward strangers”, an important aspect of temperament, was related to a 

SNP on solute carrier family 1, member 2 gene in Shiba Inu and “activity” was related 

to the same SNP and a SNP on catecholamine-O-methyltransferase gene in Labrador 

Retrievers. 
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こうした国際的動向の中にあって，気質関
連遺伝子の研究に関する律速段階は，各モデ
ルにいかに客観的な行動評価系を導入しう
るか，という課題であった。その意味では，
先行研究で様々な使役犬大型コロニーの行
動評価系について理解を深めてきた本研究
代表者らが提案する本研究プロジェクトが，
国際的競争力という点についても優位にあ
るものと判断された。 
 
２．研究の目的 
われわれ人はもとより動物にも様々な個

性が見られる。例えば，犬や猫，馬などを例
にとっても興奮しやすい個体，攻撃的な個体，
温順な個体，不安傾向の高い個体など同種あ
るいは同じ品種においてもその性質は決し
て一様ではない。こうした行動特性の情動的
基盤は気質と呼ばれるが，気質およびその個
体差の生物学的背景の理解は，脳神経科学の
基礎的研究発展に貢献するだけでなく，人と
動物の適正な共存関係を模索していく上で
も意義が大きいため，獣医学領域における重
要課題のひとつといえよう。本研究の目的は，
犬を研究モデルとして，気質の遺伝学的背景
を解き明かすことにある。 
 
３．研究の方法 
（1）犬種の気質差に関する研究： 
本調査は，日本でごく普通に飼育されてい

る人気犬種についてその行動特性を調査す
ること，犬の雌雄について行動特性を明らか
にすることを目的として，基本的にはアメリ
カにおける調査（アメリカにおいてカリフォ
ルニア大学デービス校のハート博士らによ
り実施され，1988 年に「The Perfect Puppy
（W.H.Freeman and Company）」として一冊の
本にまとめられた）に即した形で実施した。 
本調査ではまず，ジャパンケンネルクラブ

より公表されている，過去 5年間（1999-2003）
の登録数の平均値より，調査対象となる 56
犬種を選択した。調査協力を得た獣医師には，
この 56 犬種よりランダムに選択された 7 犬
種について，「興奮性」，「活動性」，「子供を
噛む」，「無駄吠え」，「遊び好き」，「服従訓練」，
「警戒咆哮」，「他犬への攻撃性」，「飼い主へ
の反抗性」，「縄張り防衛」，「愛情要求」，「破
壊性」，「トイレのしつけ」，「他人への人なつ
っこさ」の 14 項目の犬種ランキング評価を
お願いした。また，それぞれの項目について
は，雌雄についてもどちらが高いかを評価し
て頂いた。 
調査協力を頂いた獣医師は，96 人で，内訳

は男性が 58 人，女性が 38 人，平均臨床歴は
14.5 年（1-50 年）であった。 
（2）柴犬の研究： 
77 人の飼い主に対して「気質評価アンケー

ト調査」を実施するとともに，各個体からゲ

ノムを抽出するための血液や被毛を採取し
た。続いて主として本研究代表者らが継続し
て同定してきた気質関連遺伝子の多型（9 遺
伝子 19 多型）と飼い主が評価した気質との
関連を解析した。犬の平均年齢は 4.7 歳で，
27 頭が未去勢雄，15 頭が去勢済雄，15 頭が
未避妊雌，20 頭が避妊済雌であった。 
（3）ラブラドールレトリバー犬（盲導犬候
補個体）の研究： 

盲導犬に焦点を絞りカリフォルニア州盲
導犬協会の協力を得て，プロフェッショナル
なトレーナーによる訓練記録の気質評価部
分と各個体における遺伝子多型との関連を
解析した。供試した候補個体は 81 頭で，う
ち 41 頭は盲導犬となり，39 頭は気質を理由
として盲導犬には向かないと判断された。本
研究で比較した気質関連遺伝子多型は，9 遺
伝子 16 多型であった。 
 
４．研究成果 
（1）犬種の気質差に関する研究： 
予想された通り，アメリカやイギリスの先

行研究と同じ傾向が認められた。本研究結果
より，こうした気質の犬種特異性は飼育され
ている地域や文化的背景によらず保存され
ていることが示唆された（主な発表論文等
〔雑誌論文〕(10)，〔図書〕(2)）。また以降
の研究で対象とする柴犬とラブラドールレ
トリバー種では，気質が大きく異なることが
予想されること（図 1）から，それぞれの研
究が互いに補完しあう可能性も推察された。 

（2）柴犬の研究： 
柴犬は犬の先祖種であるオオカミと遺伝

的に近縁であるとともに安定した人気犬種
であるゆえ遺伝的多様性を保持しているこ
とから，本研究において好個のモデルと考え
られた。 
飼い主が評価した気質と多型の関連を解

析したところ，solute carrier family 1 
(glial high affinity glutamate 
transporter), member 2（SLC1A2）遺伝子の
一塩基多型（471T>C 多型）と攻撃性因子得点
が有意に関連しているということが明らか
となった（図 2）。さらにこの関係は，個体群

図 1 我が国における 96 名の臨床獣医師による犬種別気質評価の一例；

ラブラドールレトリバーと柴犬は，ほぼ正反対の気質と評価され

た。（はじめてでも失敗しない愛犬の選び方. 幻冬舎, (2007)を引用

改変） 
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を由来別（動物病院に依頼して回収したサン
プルと雑誌を通じて回収したサンプル）に分
割しても保持されていた（主な発表論文等
〔雑誌論文〕(2)）。 

 
（3）ラブラドールレトリバー犬の研究： 

ラブラドールレトリバー種は歴史が古く，
その行動特性を選抜することで盲導犬，探知
犬，狩猟犬，スポーティング犬，家庭犬など
様々な系統が維持されていることから，本研
究において好個のモデルと考えられた。 
本研究では，盲導犬に焦点を絞りカリフォ

ルニア州盲導犬協会の協力を得て，プロフェ
ッショナルなトレーナーによる訓練記録の
気質評価部分と各個体における遺伝子多型
との関連を解析したところ，SLC1A2 遺伝子の
471T>C 多 型 と catecholamine-O- 
methyltransferase （COMT）遺伝子の 216G>A
多型と活動性因子得点が有意に関連してい
ることが明らかとなった（図 3）（主な発表論
文等〔雑誌論文〕(1)）。 

 
＜考察＞ 
柴犬の研究ではアンケート調査を飼い主

に依頼したという点で気質評価が客観性に
乏しい点が，ラブラドールレトリバー種の研

究では盲導犬の繁殖コロニーにおいて遺伝
的多様性に乏しい点が，それぞれ今後の検討
課題として挙げられるものの，両犬種で
SLC1A2 遺伝子の 471T>C 多型が気質に関連し
ていたという結果は興味深い。SLC1A2 遺伝子
は脳内における神経伝達物質である興奮性
アミノ酸の細胞内取り込みを行うトランス
ポーター遺伝子であり，この遺伝子の多型が
興奮性アミノ酸の伝達効率を変化さる可能
性のあること，柴犬の攻撃性には反射的要素
が大きいこと，盲導犬の訓練士によって活動
性が評価される際には衝動性が重要視され
ること，などから，それぞれの研究における
関連性は，犬種の枞を超えて「反射性」や「衝
動性」といった気質との関連を反映している
のかもしれない。 
こうした研究の進展によって気質に関連

する遺伝子群が同定されることになれば，多
大な投資を要するにも関わらず合格する個
体は半数にも満たない盲導犬や他の使役犬
において早期に適性評価を行うことで育成
率の向上がはかられるとともに，不向きな個
体に無理なトレーニングを課す必要がなく
なるなど，犬の福祉にも資する効果が期待さ
れよう。また，一般の家庭犬に対しても，個々
の気質に適した育成方法や問題行動の治療
方法を提案することが可能となるだろう。 
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